
VIN|ING 2000で、あらゆる診断課題を柔軟に解決しましょう。

開発、生産、アフターセールス・サービスにおける先進的な使用事例

	�デ ータロガー 
ブレッドボード・アセンブリ上であろうとテスト走行時であろ 
うと、直接的に OBD コネクタでの自動診断およびバス・データ 
ロギングが可能

	��独 立した診断デバイス 
車両通信インターフェイス上に設定したテストシーケンスを 
用いて、テストベンチでのシステム負担あるいはアフター 
セールス・サービスでの複雑な事例分析時のシステム負担を
軽減

	�独立したフラッシュデバイス 
たとえば、テストカーやポストプロダクション時に新しいソ 
フトウェアを車両にフラッシュする場合

たとえばテスト走行中のデータ収集、走行前後の診断テスト実 
施、必要に応じて新しいソフトウェアをECUにフラッシュする 
等のユースケースを1つのデバイスで実施することができま 
す。これらのタスクは、たとえばイグニッションと連結した 
り、デバイスのボタンを押したり等、様々な方法で開始できま 
す。

その他の使用例

	�実験室内のテストベンチまたテスト走行での診断
	�生産ライン、テストベンチ、 EOL およびリワークでの診断
	�故障検出および修理検証
	�ECU 診断の開発およびリリース

VIN|ING 2000 は現在の Wi-Fi または USB を用いたコン
ピューター接 続の標準的使 用事例を解決できるだけでな
く、今 後 到 来するリモート診 断の課 題やスタンドアロン
運 用にも完 璧に対応しています。これを可能にしている
のがデバイスに組み込まれている新型 Softing SDE です。 
これは実 績のある標準的なコミュニケーションコンポー

ネントを機能的なアクセス・
インターフェースと組み合わせたものです。これにより、コ
ンピューター上の通常のシーケンスおよび機能全てが車両通
信インターフェイス上でも直接使用可能になり、 Wi-Fi           接続
やバンド幅あるいは遅延の問題はなくなります。

未来へのスタートは今!
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SOFTING SDE
ライフサイクル全体にわたる診断機能、診断シーケンスおよび診断 
サービスのための、プラットフォームに依存しない診断ランタイム
システム。

Softing のSmart Diagnostic Engine(SDE)は診断の標準フォーマットである 
ODXと OTXをベースとし、簡単に操作可能な抽象化レイヤーに拡張し 
たものです。このモジュラー・コンポーネントはプラットフォーム 
に依存せずに使用可能であり、たとえば「プログラミング」または 
「エラーメモリーの読込み」をアプリケーション インターフェイス 
での機能として利用できるようにすることで、機能的な診断アプ 
ローチを可能にします。さらに SDE は診断機能へのリモートアクセ 
スも可能にします。

特長

	�診断機能の特定の実装 – 1回でライフサイクル全体に
	�簡単なアプリケーション インターフェイスによる開発 
時間の大幅削減

	��機能的な診断および最適化されたランタイム形式によ
る性能向上

	���複数のアプリケーションを一元管理して表示を共通化
	�リモートアクセスのサポートによる柔軟な使用、世界
中で利用が可能に

	�特に CAN FD と DoIP といった様 な々バスシステムおよび
プロトコルをサポート
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Diagnostic application
診断機能、例:

	�エエ ラーメモリーの読込み
	�フレームデータを含むエラー 
メモリーの読込み

	�ECUのプログラミング
	�計 測値の読込み
	�ク ィックテストの実施

詳しくは:
automotive.softing.com/en/ 
softing-sde

VIN|ING 2000
開発、生産、アフターセールス サービスのための高性能 
な車両通信インターフェイス(VCI)

VIN|ING 2000 の開発によって、高性能な VCI が VIN|ING 製品 
グループに加わりました。VIN|ING   2000   は、コンパクト 
に設計されており、ホストシステムへは   Wi-Fi 、 LAN  およ 
び USB インターフェイスを介し、車両への接続は CAN 、 
K-Lineおよびイーサネットを対応しています。VINING   2000は
将来性の高い生産アプリケーションおよびサービス・アプリ
ケーションに特に適しています。

特長

	��インターフェイス内でのデータ前処理およびプロトコル処理
による確実なタイミング

	��組込み型診断コネクタを用いたコンパクト設計
	��認証によるWLANの安全性
	��磁気固定具を用いた柔軟なUSBケーブルおよびLANケーブル 

キーフィーチャー

	�PC インターフェイス：WLAN / USB 
/ LAN

	�2 x CAN / CAN FD
	�2 x K-Line
	�1x DoIP 用イーサネット
	�電 力管理およびスリープ解除 セ ン
	�サー・ボタンおよびモーションセンサー

詳しくは:
automotive.softing.com/en/ 
vining-2000
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